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ン ド・釈尊

サラスヴァティ、琵琶を弾く弁財
天。日本では芸事の神様とされる

マハーカーラ、怖い顔をしている
大黒天。日本では七福神のひとり

7

日
本
に
渡
来
し
た

行
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の

゜

z
 

u
 

純
い
神
様

こ
ゞ
ヽ

t

カ イ
ン
ド
の
人
々
の

7
0パ
ー
セ
ン
ト
が
信
ず
る
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
だ
が
、
い
つ
ご
ろ
生
ま
れ
た
の
か
わ
か
ら

ず
、
開
祖
、
経
典
、
宗
派
が
な
く
、
こ
の
点
で
は
神

道
に
少
し
似
て
い
る
。
仏
教
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
、
イ
ス

ラ
ム
教
に
は
開
祖
も
い
る
し
経
典
も
あ
る
が
、
イ
ス

ラ
ム
教
に
は
僧
侶
は
お
ら
ず
、
経
典
解
釈
を
す
る
イ

マ
ー
ム
（
指
導
者
）
が
い
る
。
前
回
、
ガ
ヤ
の
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
寺
院
の
中
に
他
教
の
寺
院
も
あ
る
と
述
べ

ま
さ
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
な
ら
で
は
だ
。

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
々
は
無
数
に
存
在
す
る
。
よ

く
知
ら
れ
る
の
は
シ
バ
神
、
ビ
シ
ュ
ヌ
神
、
そ
し
て

ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
だ
が
、
こ
れ
ら
の
神
に
は
そ
れ
ぞ
れ

に
1

、

0
0
0

種
類
を
超
え
る
名
前
が
あ
り
、
そ
し

て
、
そ
れ
ら
の
名
前
を
事
細
か
に
記
す
辞
書
ま
で
あ

る
。
た
だ
し
、
「
す
べ
て
の
神
々
は
実
は
一
っ
で
あ
る
」

と
説
か
れ
て
い
る
の
が
面
白
い
。

こ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
々
で
、
日
本
に
伝
え
ら

れ
た
の
は
、
密
教
（
真
言
宗
、
天
台
宗
）
で
仏
様
の

守
護
神
と
さ
れ
る
神
々
が
中
心
で
あ
る
。
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重

れ品で行 l\o.7

イ
ン
ド
で
は
同
じ
神
な
が
ら
、
な
ん
と
そ
の
呼
び
名
が
1
0

0
0

を
超
え
る
。

左
の
写
真
は
イ
ン
ド
で
買
い
求
め
た
神
の
呼
び
名
を
記
し
た

本
で
、
左
か
ら
シ
バ
神
、
ピ
シ
ュ
ヌ
神
、
ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
。

前
号
で
も
紹
介
し
た
破
壊
の
神
・
シ
バ
と
、
物
事
を
維
持
す

る
神
・
ピ
シ
ュ
ヌ
は
ど
ち
ら
も
最
高
神
。

象
の
顔
を
し
て
い
る
ガ
ネ
ー
シ
ャ
は
富
の
神
様
で
、
聖
天
と

呼
ば
れ
、
イ
ン
ド
で
最
も
好
か
れ
て
い
る
神
だ

I. Vishwam: 71,,,11/ 

仝知呻マ：
Lmd V;shnu ;, the Un;vc'5c、 the sup,cmc Brnhman 

2. Vishnu: Tl99/lll.prru“di99g 

＂戸呵
Lo,d v;shnu pc,vades the whole u,,;vmc、 externally and 
mtcmaIIv. 

ピシュヌ神の本には、びったり 1000の名前が
記してある。写頁は1 ページ目

which is Absolute Bliss 

1007. Shrivardhana: Th, Nou,;,1,,, 0/Th, \伝’“
全胡m呵：

Lord Shiva, the Author of the Vedos. bestows spiritual wealth on 

His devotees 

1008. Jagat: Th, Emfr, Cosmos 

S ママ•

この本にはシバ神の呼び名が、なんと 1008種類
も記されている

梵
天
（
ブ
ラ
フ
マ
ー
神
、
創
造
の
神
）
は
多
く
の

顔
を
持
つ
神
と
し
て
描
か
れ
る
。
日
蓮
宗
の
池
上
本

え
し
き

門
寺
の
お
会
式
を
飾
る
多
く
の
切
れ
目
の
あ
る
梵
天

様
を
か
か
げ
る
祭
り
は
こ
の
神
を
表
し
て
い
る
。

帝
釈
天
（
イ
ン
ド
ラ
神
、
雷
神
）
は
、
東
京
柴
又

の
帝
釈
天
、
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
舞
台
と
な

る
経
題
寺
の
仏
で
、
ぷ
寅
さ
ん
ェ
と
と
も
に
名
前
が
知

れ
わ
た
っ
て
い
る
。

水
天
（
ヴ
ァ
ル
ナ
神
）
は
日
本
で
は
安
産
の
神
（
水

天
宮
）
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
胎
児
が
母
の
体

内
で
羊
水
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

弁
天
（
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
、
弁
財
天
、
琵
琶
を
持

つ
）
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
砂
漠
の
地
下
に
流
れ
る
伏

流
水
で
、
イ
ン
ド
洋
に
流
れ
込
ん
で
い
る
サ
ラ
ス
ヴ
ァ

テ
ィ
川
の
化
身
と
さ
れ
る
。
日
本
の
弁
天
様
は
神
奈

川
県
江
の
島
が
有
名
で
あ
る
。

ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
は
智
慧
の
神
で
、
イ
ン
ド
で
学
問

や
芸
能
で
身
を
立
て
る
こ
と
を
志
す
と
、
日
本
と
同

様
に
6

歳
頃
に
こ
の
神
に
成
功
を
祈
る
。
ま
た
、
子

供
が
学
ぶ
教
科
書
や
本
は
、
必
ず
「
ナ
ー
ム

ガ
ネ
ー

2
 



インドラ、帝釈天のこと。日本で
もよく知られた神のひとりで雷
神である

ラクシュミー、吉祥天で美、富、
豊穣、幸運を司る神で人気のあ
る神のひとり

ガネーシャ、象の姿をした二神
の聖天が抱き合っているのが日
本では一般的

シ
ャ
ヤ
ー
ア
ー
ム
」
の
言
葉
で
始
ま
っ
て
い
る
。
「
智

恵
の
神
に
導
か
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ

だ
。
そ
の
姿
は
象
だ
が
、
日
本
で
は
二
神
が
抱
き
合

う
形
で
表
さ
れ
る
。
こ
の
聖
天
（
歓
喜
天
）
は
東
京

浅
草
の
待
乳
山
聖
天
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
水

商
売
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

ヤ
マ
天
は
、
閻
魔
大
王
（
も
と
は
天
に
住
む
双
子

で
、
人
類
で
最
初
に
死
ん
だ
人
。
そ
の
た
め
地
下
に

住
む
と
さ
れ
る
）
と
し
て
人
間
の
死
後
、
生
前
の
行

い
で
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
る
か
、
地
獄
に
落
ち
る
か

を
決
め
る
神
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
る
。

鬼
子
母
神
（
ハ
リ
ー
テ
ィ
）
は
子
供
の
守
り
神
で

あ
る
が
、
そ
の
夫
の
般
闇
迦
（
パ
ー
ン
チ
カ
）
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
日
本
で
は
「
恐
れ
入
谷
の

鬼
子
母
神
」
と
故
事
諺
に
も
な
っ
て
い
る
。

奏
楽
神
で
あ
る
ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
神
は
烏
ト
ン
ビ
に

似
た
姿
で
、
神
奈
川
県
箱
根
の
大
雄
山
最
乗
寺
の
道

了
尊
（
天
狗
）
が
有
名
で
あ
る
。

毘
沙
門
天
（
ク
ベ
ー
ラ
神
）
は
船
乗
り
に
信
仰
さ

れ
る
地
方
も
あ
る
。
東
京
神
楽
坂
の
毘
沙
門
天
が
有
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チトラグプタ、閻魔専属の書記
係。手に持つ紙に罪を記録して
いる

クベーラ、毘沙門天で富と財宝
の神。日本では四天王の一人と
なっている

ガルーダ、神の鳥。仏を背負っ
て三世（現在、過去、未来）、宇
宙、世界を飛ぷ

名
で
あ
る
。

チ
ャ
ン
デ
ィ
神
は
天
然
痘
を
人
々
の
代
わ
り
に
発

症
し
人
々
の
苦
し
み
を
無
く
す
神
と
し
て
、
体
中
、

天
然
痘
の
発
生
を
示
す
痘
痕
と
し
て
ア
バ
タ
だ
ら
け

の
姿
で
表
さ
れ
て
い
る
。
遠
藤
周
作
の
イ
ン
ド
の

ヴ
ェ
ナ
レ
ス
を
舞
台
に
し
た
小
説
、
『
深
い
河
』
の

題
材
に
も
な
っ
て
い
る
。

不
動
明
王
（
ア
チ
ャ
ラ
ナ
ー
ト
）
は
動
か
な
い
者

の
意
味
で
、
二
人
の
従
者
を
従
え
て
い
る
。

吉
祥
天
（
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
）
も
日
本
で
は
有
名
で

あ
る
。こ

う
し
て
み
る
と
、
日
本
各
地
に
い
か
に
多
く
の

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
々
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
。

佐
藤
良
純
大
正
大
学
名
誉
教
授

さ
と
う
・
リ
ょ
う
じ
ゅ
ん
昭
和

7

年
東
京
生
ま
れ
。
大
正
大
学
、

同
大
学
院
、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
和

3
4年
よ
リ
大

正
大
学
で
教
鞭
を
と
リ
、
教
授
、
学
科
長
を
経
て
、
平
成

1
4年
退

職
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
イ
ン
ド
ヘ
の
初
渡
航
は
昭
和

3
8年
以
来
イ
ン
ド
ヘ
訪
れ
る
こ
と
、

4
0有
余
回
。
著
書
に

7
ッ

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
」
、
「
釈
尊
の
生
涯
ー
な
ど
多
数
。
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